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アカイカ 北太平洋 
（Neon flying squid Ommastrephes bartramii） 

 
 

管理・関係機関 

北太平洋における公海の漁業資源の保存及び管理に関する
条約（北太平洋漁業資源保存条約）が 2015 年 7 月に発効して
以降は、北太平洋漁業委員会（NPFC）にて国・地域別のアカ
イカの漁獲量が毎年報告されている。 

最近の動き 

日本漁船によるアカイカを対象とした漁業は、太平洋の日本
沖合（東経 150 度以西）で冬春生まれ群を対象に冬漁（1～3
月）、北太平洋中央部（東経 170 度～西経 160 度）で秋生ま
れ群を対象に夏漁（5～10 月）が行われている。冬漁の近年の
漁獲量は、2024 年は 22 トンで、2025 年は操業がなかった。
一方、夏漁は 2019 年から漁期が拡大され、操業日数をこれま
での約 2 か月間から最大で約 4 か月間まで増やすことが可能
となった。これにより、漁業者は、北太平洋の中央部でアカイ
カ操業を行うか、主に日本海でスルメイカ操業を行うかを選択
できるようになった。夏漁の近年の漁獲量は、2024 年は 3,419
トン、2025 年は 5,768 トン（暫定値）であった。 

資源水準の推定を目的に毎年 6～8 月に実施している流し網
調査（夏季流し網調査）では、2025 年の秋生まれ群の CPUE（1
反あたり採集尾数）は 0.04 尾／反であり、過去最高だった 2020
年の 1.40 尾／反に比べて低く、資源水準は低位と判断された。
一方、冬春生まれ群の CPUE は 2009 年以降、多少の増減はあ
るものの資源動向は増加傾向で、2025 年の水準は高位と判断
された。 

現在、日本以外では、中国、韓国、ロシア、台湾及びバヌア
ツがアカイカを漁獲している。NPFC による本種の国際的な管
理を実施するために、科学委員会の下部機関として新設された
アカイカ小科学委員会の第 1 回会合が 2024 年 8 月に、第 2 回
目の会合が 2025 年 7 月に開催され、本種の資源評価実施に向
けた議論が進められている。 

なお、2022 年 6 月以降、本種の流通名を「ムラサキイカ」
と呼称することが増えた。これは地域によってケンサキイカや
アオリイカ、ソデイカ等も「アカイカ」と呼ばれること、海外
産のアメリカオオアカイカ（通称、アメアカ）と混同される場
合があること等のためである。 

利用・用途 

大型のアカイカは肉厚で柔らかいため、てんぷらやフライ等
の惣菜、燻製したものやスライスカットした珍味等の加工原料
として広く利用されている。2019 年に水揚げが増加したこと
からイカソーメン（生食）、寿司種原料等にも利用され始めた。
輸入されるアカイカ属については、2015 年から、アカイカが
品目（統計品目番号）として明確化された（財務省 2014）。
大手小売店において 2022 年にイカ関連製品中に出現するイカ
の種類を DNA 解析した結果、アカイカの出現率は 7.4％であ
った（若林ほか 2020、西澤ほか 2024）。 

漁業の概要 

1970 年代初頭にスルメイカ資源が激減し、加工原料の需要
を確保するために、1974 年頃から釣りによるアカイカ漁業が
三陸・道東沖合で始まり、1978 年から流し網漁業も同海域で
始まった。アカイカ釣り漁業と流し網漁業は漁場が競合したた
め、1979 年から釣り漁場は東経 170 度以西、流し網漁場は東
経 170 度以東の海域とする規制が実施された。その後、釣り
漁業は縮小して流し網漁業が中心となり、1980 年代には日本
の漁獲量はほぼ毎年 12 万～22 万トンを供給する重要な漁業
となり、その頃に韓国と台湾も参入し始めた（図 1）。しかし、
公海域における流し網漁業は、国連決議により 1992 年末をも
ってモラトリアム（操業停止）となった。 

流し網が禁止になった 1993 年以降、アカイカの強い需要を
反映して日本近海でのアカイカ釣り漁業が復活し、1994～
1995 年には年間およそ 5 万～10 万トンが漁獲された（図 1）。
日本は、東経 170 度以東の旧流し網漁場においても、いか釣
り漁船が出漁するようになり、1995 年以降およそ 0.03 万～1.5
万トンを漁獲していたが、2010 年以降は漁業の主力である中
型いか釣り漁船の減少に加え、多くの漁船がスルメイカを対象
とした操業に重点を移したことによりアカイカの漁獲量は
5,000 トンを下回った。その後、スルメイカ資源の減少（宮原
ほか 2023）に伴い 2019 年からアカイカの漁期が拡大され、
延べ操業日数が倍増したことにより、2019 年と 2020 年の夏
漁は漁獲量が 7,000 トン以上に増加したが、2021～2024 年は
操業日数の減少に伴い漁獲量も 4,000 トン前後まで減少した。
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東経 170 度以西の漁業の主体は旧中型いか釣り漁船（漁船の
規模が 30 トン以上 199 トン未満）である。過去 10 年間の日
本の操業隻数は 25 隻前後で推移している（NPFC 2025a）。 

流し網漁業の停止以前まで、我が国以外では台湾、韓国がア
カイカを漁獲していた（酒井ほか 2014）が、流し網漁業の停
止以降は台湾、韓国が撤退し、代わって中国漁船（いか釣り）
が参入を開始した。中国船の隻数は 1996 年には年間約 350 隻、
その後は約 400～600 隻に増加した（一井 2002、黄金崎 2002）
が、その後は出漁隻数が減少し、2024 年における中国の東経
170 度以西の操業隻数は 90 隻のみとなった（NPFC 2025a）。
これらの外国船による漁獲は、1995～2005 年には 8～11 月に
かけて冬春生まれ群を対象に 7 万～13 万トンが報告（Chen et 
al. 2008b）されていたが、近年は 5 万トンを下回っており、
2024 年は 1.2 万トン程度であった（NPFC 2025a）。中国漁船

は主に東経 160 度付近の冬春生まれ群を対象に操業を行って
いたが、近年は冬春生まれ群の資源の減少に伴い、秋生まれ群
を対象とする操業（北太平洋中央部）にシフトしてきている。
秋生まれ群を対象とした東経 170 度以東の漁獲量は、2016 年
までは 1,000 トン以下であったが 2017 年以降は毎年 1,000 ト
ンを超え、2024 年は 3,757 トンであった（NPFC 2025a）。上
述の通り、中国の操業隻数は大きく減少しているが、東経 170
度以東での操業隻数はあまり変わらず、過去 10 年では 37 隻
前後で推移している（NPFC 2025a）。 

なお、FAO 統計では、アカイカ（Neon Flying Squid）とし
て報告しているのは日本とロシアだけであり、中国、台湾、韓
国による漁獲量は、集計海域や頭足類の仕分け名（Various 
squids または Common squid nei 等）から推測せざるを得な
い。このうち 1998～2002 年までの中国の漁獲量については、

図 1. 北西太平洋海域における各国・地域のアカイカまた
はイカ類*の漁獲量の推移（1975～2024 年） 
各国・地域の 1975～1994 年の漁獲量は FAO 統計（FAO 
2023）、1995 年以降は FAO 統計に加えて NPFC 報告資料
（NPFC 2025a）及び表 1 データをもとに作成。 
* FAO 統計資料は北西太平洋海域の Various squids 及び
Common squid の漁獲量を一部含む。 

表 1. アカイカの国・地域別漁獲量（トン）の変遷（FAO 2023、
NPFC 2025a） 
※中国の（ ）内の数値は Chen et al.（2008b）による 

  
 

冬春生まれ群 秋生まれ群 

図 2. アカイカ冬春生まれ群と秋生まれ群の分布域（漁場は索餌域に形成される） 
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年 日本 台湾 韓国 中国 ロシア バヌアツ
1995 27,658 22,243 14,928 (72,289) - -
1996 27,191 18,306 3,573 (83,133) - -
1997 25,443 11,643 1,915 (101,928) - -
1998 36,961 34,840 8,471 (116,867) - -
1999 17,234 11,261 3,357 (131,807) 147 -
2000 11,937 5,717 0 (124,096) - -
2001 13,125 5,104 898 (80,482) 101 -
2002 6,652 3,750 836 (84,337) 189 -
2003 14,700 482 758 (82,651) 314 -
2004 9,232 9,022 793 (106,024) 728 -
2005 7,832 4,302 1,304 112,000 1,233 -
2006 12,604 472 1,354 110,000 148 -
2007 4,163 478 1,657 126,427 242 -
2008 12,651 481 2,379 113,000 - -
2009 10,811 311 2,280 40,707 - -
2010 3,848 - 2,203 65,855 - -
2011 4,177 23 2,495 62,892 377 -
2012 2,762 - 2,231 41,347 - -
2013 2,306 - 1,494 48,152 - -
2014 4,452 - 1,476 36,710 - -
2015 3,018 - 1,166 30,763 0.2 -
2016 3,134 3,589 - 51,170 0.1 -
2017 4,175 1,064 7 38,990 0.1 -
2018 4,716 2 0 19,566 2.0 -
2019 7,138 2,844 37 15,919 0.6 118
2020 7,638 393 0 10,540 0.0 0
2021 4,289 114 82 9,945 0.0 3
2022 3,458 198 40 7,209 0.0 8
2023 3,454 336 72 11,644 2.0 2
2024 3,441 4 19 15,842 0.0 0
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Chen et al.（2008b）の報告によるアカイカの漁獲量と、当時
の FAO 統計における北東太平洋の不明イカ漁獲量がほぼ一致
している。現在は、表 1 に示す通り、中国、台湾、韓国、ロシ
ア、バヌアツも NPFC にアカイカ（Neon Flying Squid）の漁獲
量を報告しており（中国は 2005 年以降、台湾は 1995 年以降、
韓国は 2017 年以降）、それらの情報は毎年更新されている
（NPFC 2025a）。 

生物学的特性 

アカイカは外洋性種で、季節的な南北回遊を行う。漁業が行
われている北太平洋では、稚仔の出現から推測されるアカイカ
産卵場は日本（南西諸島～小笠原諸島）や米国（ハワイ諸島）
の 200 海里水域周辺の表面水温 21～25℃の亜熱帯海域であり
（森ほか 1999、Ichii et al. 2004）、索餌場は亜寒帯境界～移行
領域である（図 2）（村田 1990、谷津 1992、村田・中村 1998）。
過去の人工ふ化飼育実験によって、アカイカが正常なふ化に至
る最適な産卵水温は 18～25℃の範囲であることが確かめられ
た（Vijai et al. 2015）。北太平洋における系群は、発生時期、
外套長組成、稚仔の分布及び寄生虫相により、秋生まれ中部系
群、秋生まれ東部系群、冬春生まれ西部系群及び冬春生まれ中
東部系群の 4 系群に分けられる（長澤ほか 1998、谷津ほか 
1998）。本稿では、秋生まれ中部系群と秋生まれ東部系群を「秋
生まれ群」、冬春生まれ西部系群を「冬春生まれ群」として扱
った。 

寿命は 1 年で、北太平洋では最大外套長は雌で 60 cm、雄で
45 cm 程度であり、秋生まれ群が冬春生まれ群よりも大型とな
る（Yatsu et al. 2000、Matsui et al. 2021）（図 3）。また、体
重は北太平洋では最大で 6 kg 程度であるが（水産庁・遠洋水
産研究所 2002）、南太平洋では商業的利用は少ないが北太平
洋よりも大型になり、最大で体重が 35 kg になるものも確認さ
れている（Angel et al. 2010）。成長は発生時期や海域により
異なるが、雌は生後 6 か月程度で外套長 30 cm になり生後約
10 か月で成熟に達する（表 2）。ふ化稚仔は表層に分布し、表
面水温に依存した指数関数的な成長をする（酒井ほか 2004）
（図 3）。粒子追跡実験によるシミュレーション研究によると、
アカイカ秋生まれ群のふ化稚仔がふ化してから 1 か月間に経
験する水温は、冬春生まれ群のふ化稚仔が経験する水温よりも
1℃高いことが示された（Kato et al. 2014）。上述した水温依
存の初期成長を考慮すると、この 1℃の環境水温の差は、秋生
まれ群と冬春生まれ群との間に大きな成長の違いを生じさせ
ることを示唆する。また、秋生まれ群は雌雄間でも回遊行動が
異なり、雌は水温 10℃程度の低水温域まで北上するのに対し、
雄は水温 15℃以上の海域にしか分布せず、産卵場近くに留ま
ると考えられ（酒井ほか 2011）、安定同位体手法を用いて軟
甲（gladius）に残された成長過程を分析した結果、外套長 26 
cm に達する頃からこの雌雄間の回遊行動の違いが発生するこ
とが示されている（Kato et al. 2016）。我が国の当業船は表面
水温 10～15℃の海域で操業することが殆どであるため、雌の
分布回遊及び資源状況が漁業にとって重要となる。 

アカイカは、後述するように餌生物の日周鉛直移動と密接に
関わる明瞭な日周鉛直移動を行う。秋生まれ群は春から夏にか
けて索餌しながら北上回遊し、秋以降は南下回遊して産卵場に

達するが、いずれも昼間は水深 300～600 m、夜間は水深 0～
50 m を回遊する（酒井ほか 2006）（図 4）。一方、冬春生ま
れ群は冬季漁場において夜間は秋生まれ群と同様に表層を回
遊するが、昼間は上述の秋生まれ群よりも浅く水深 120 m 程
度に分布する（酒井・加藤 2011）（図 4-D）。 

春季の北上回遊や夏季の索餌場でのアカイカは、ハダカイワ
シ類を中心とする魚類、頭足類、甲殻類等を捕食しており、特
に前 2 者が主要な餌生物となっている（Seki 1993、有元・河
村 1998、保正ほか 2000、Watanabe et al. 2004、2008）。流

表 2. アカイカの成熟外套長と最大外套長（谷津ほか 1998） 

雄 雌
成熟外套長（生後7～10か月） 30～35 cm 40～45 cm
最大外套長（生後1年） 45 cm 60 cm

図 3. アカイカの成長曲線 
上：生息する表面水温に依存する稚仔期の成長曲線（酒井ほか 
2004）、中：秋生まれ群の成長（Yatsu 2000）、下：冬春生まれ群
の成長（Matsui et al. 2021）。 
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し網調査で漁獲されたアカイカの胃内容物からは、ハダカイワ
シ類ではトドハダカやオオメハダカ、頭足類ではホンツメイカ

やツメイカ、アカイカが多く出現し、西経域における釣り調査
で漁獲されたアカイカの胃内容物からは、ハダカイワシ類では
ホクヨウハダカ、オオメハダカ、頭足類ではヒメドスイカが多
く出現した（平湯 2021）。これらの餌生物は、昼間は水深 300
～600 m、夜間は水深 0～50 m を日周鉛直移動すると考えら
れる。一方、アカイカの捕食者として代表的なものはメカジキ
である（Seki 1993）。 

資源状態 

【秋生まれ群（秋生まれ中部系群及び秋生まれ東部系群）】 
秋生まれ群の流し網全盛期 1982～1992 年における 7 月の

資源量は、商業流し網データと流し網調査によるデータを用い
て 3 つの方法で推定され、いずれの方法でも類似した推定値
（33 万～38 万トン）が得られている（Ichii et al. 2006）。1992
年末の公海流し網の操業停止以降、流し網調査による結果
（CPUE：1 反あたりの採集尾数）は、1 年間の時間遅れを伴っ
て約 6 倍に増加したことから、商業流し網の操業停止により
アカイカの資源が急速に回復したと示唆された（Yatsu et al. 
2000）。しかし、その後の流し網の調査の結果では、1997 年
に低下した後、1998 年を除き、2003 年まで低い値となった。 

2025 年の夏季流し網調査による秋生まれ群の CPUE（目合
106 mm 以上の流し網で採集された大型のアカイカの 1 反あ
たりの採集尾数、Nishizawa et al. 2024）は 0.04 尾／反であり、
調査を始めた 2001 年以降、2 番目に低い値であった。秋生ま
れ群 CPUE の年変動は大きく、2020 年の 1.40 尾／反をピーク
に近年は低下傾向にある。2001～2025 年における最低値（0.03
尾／反；2024 年）と最高値（1.40 尾／反；2020 年）の差を 3
等分し、この間の資源水準を低位、中位、高位に区分した基準
で判断すると、2025 年の資源水準は低位で、資源動向は減少
傾向にあると判断される（図 5）。当業船の 1 隻あたり漁獲量
や 1 隻 1 日あたりの漁獲量はそれほど減少していないが（図
5）、これはアカイカの漁場が近年、東偏傾向にあり、従来と
は異なる海域で操業しているためと考えられる。 

 
【冬春生まれ群（冬春生まれ西部系群）】 
夏季流し網調査による冬春生まれ群の CPUE（目合 93 mm

以下の流し網で採集された小型アカイカの 1 反あたりの採集
尾数、Nishizawa et al. 2024）は、2006～2025 年の平均値 2.94
尾／反に対し、2025 年は 6.50 尾／反であった。秋生まれ群と
同様に、2006～2025 年における最低値（0.86 尾／反；2021 年）
と最高値（8.41 尾／反；2008 年）の差を 3 等分し、低位、中
位、高位に区分けした基準で判断すると、2025 年の資源水準
は高位と判断され、資源動向は増加傾向にある（図 6）。図 6
に示した冬漁による漁獲量は 1～3 月が主操業期であり、流し
網調査（6～7 月）の結果と対応させるため、漁獲量は 1 年ず
らしている（例えば 2020 年の漁獲量は 2019 年の調査結果と
対応）。冬漁は、兼業のスルメイカ（日本海）の漁況に影響さ
れるため、漁獲量の減少がアカイカ資源の減少と判断すること
はできないが、3,000 トンを超える漁獲だった 2010 年を最後
に、低調な漁獲量が続いている。これは冬漁をおこなう漁船が
減少しているためであり、2025 年は操業がなかった（NPFC 
2025a）。他方、図 1 及び表 1 に示すように中国の漁獲量も

図 4. アカイカに超音波発信器（Pinger）を付けた 
バイオテレメトリー手法によるイカの日周鉛直行動 
（酒井ほか 2006、酒井・加藤 2011） 
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2009 年以降は減少傾向にあるが、2024 年は微増した。冬春生
まれ群の資源を対象とした操業は、中国が数万トンレベルで漁
獲していたのに対し、日本はわずか数十～数百トンしか漁獲し
ていない状況である。中国の漁獲量については、2001～2005
年及び 2008 年は過剰漁獲（Over exploitation）または高い漁
獲圧の可能性が指摘されており（Chen et al. 2008a、Arkhipkin 
et al. 2015、Ding et al. 2019）、本資源の適切な管理のために
は、他の漁業国・地域との協力が不可欠である。 

指定漁業（現在の大臣許可漁業）のいか釣り漁船（冬漁）の
1994～2020 年の漁獲成績報告データを用いて（2021 年の漁
獲量は 0 である）、CPUE 観測値における時期、場所、海洋環
境及び漁船の大きさの影響を取り除くため、一般化線形モデル

（GLM）により CPUE（トン／日／隻）を標準化した（図 7）。
なお、CPUE の標準化において、CPUE の対数値を応答変数と
し、モデルの説明変数には漁期年（漁期年はその年の 4 月から
翌年の 3 月までとなるので、1～3 月の操業の場合は暦年と異
なる）、操業月（12 月～翌年 3 月）、操業位置（海区または
経緯度）、漁船トン数、さらに海洋環境データとして、水産研
究・教育機構の海況予測システム FRA-ROMS によって得られ
た長期再解析データのうち、日別、経緯度 1/10°グリッドの
表面水温、100 m 深水温、海面高度を用いた。誤差分布には対
数正規分布を仮定した。標準化した CPUE は、ノミナル CPUE
のそれと同じ動向を示し、2003～2005 年（漁期年）をピーク
にその後減少傾向を示し、2009 年以降は期間の平均値を下回

図 5. 夏季流し網調査によるアカイカ秋生まれ群 CPUE
と東経 170 度以東海域における我が国のアカイカ漁獲
量の推移 
（2001～2025 年、漁獲量は 2024 年まで） 
破線は 2001～2025 年の調査流し網の CPUE の最低値
と最高値の差を 3 等分した水準を示している。赤色破線
以下は低位、青色破線以上は高位、赤色破線と青色破線
の間を中位と判断。 

図 6. 夏季流し網調査によるアカイカ冬春生まれ群 CPUE と
東経 170 度以西海域における我が国のアカイカ漁獲量の推移 
（2006～2025 年、漁獲量は 2024 年まで） 
破線は 2006～2025 年の調査流し網の CPUE の最低値と最高
値の差を 3 等分した水準を示している。赤色破線以下は低位、
青色破線以上は高位、赤色破線と青色破線の間を中位と判断。
なお、流し網調査は 6～8 月、我が国の漁獲は 1～3 月と年が
異なっているため、流し網調査の年に漁獲量（棒グラフ）を合
わせている（+1yr）。 

図 7. 我が国の冬漁を対象とした 1994～2020 年（漁期年）のノミ
ナル（名目）CPUE（トン／日／隻）と標準化 CPUE の比較 
1994～2019 年（漁期年）の CPUE の平均値を 1 とし、各年の平均
値との差（割合）を示す。解析は漁期年で行ったが、図は暦年（水
揚年）で示している。また 2014 年及び 2020 年漁期（2014 年 11
月～2015 年 3 月及び 2020 年 11 月～2021 年 3 月）は極端に操業
回数が少なく、水揚げも少なかった。 
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る年が多かった。 

海洋環境による影響 

北太平洋のアカイカ資源については、資源変動の要因の多く
が産卵生育場や索餌場における海洋生産性の変化で説明でき
るとされている（Ichii et al. 2011、Nishikawa et al. 2014、2015、
Igarashi et al. 2015）。 

秋生まれ群については、漁場における資源量指標値の変動の
25～53％（決定係数）が、産卵期後の 2 月の生育場における
基礎生産と関連する海洋環境データで説明されており（Ichii et 
al. 2011、2015、Igarashi et al. 2015）。最近、NPGO（北太平
洋循環振動指数）による海洋環境指標と資源水準の代替値とみ
なせる漁船 CPUE（1 日 1 隻あたり耳取胴肉製品重量トン）と
の関係に有意な負の相関が認められ（r2 = 0.638、n = 21、p＜
0.001）、漁期の前年 12 月の NGPO 値から翌年のアカイカ夏
漁の漁獲水準を予測できることが示された（酒井ら 2021）（図
8）。 

冬春生まれ群については調査流し網による資源量指標値と
海洋環境との関係から、冬春生まれ群の冬季漁場における資源
量の変動の約 50％（決定係数）を、1 年前の 2～5 月における
産卵場のクロロフィル濃度で説明でき、さらに漁期前 10～11
月の索餌場における表層混合に強い影響を与える風の強さを
考慮することによって資源量変動の 64％を説明できると報告
されている（Nishikawa et al. 2014、2015）。 

海洋環境と漁獲の影響について、アカイカの資源変動を説明
する上記のような仮説はあるが、中国を主とする我が国以外の
漁獲動向も含めて、その時々の環境に見合った適正な漁獲量を
見積もる必要がある。 

管理方策 

2015 年 7 月にサンマやアカイカ等の浮魚資源も対象とする
北太平洋漁業資源保存条約が発効し、東京に事務局を置く
NPFC が設立された。本種についての管理方策・管理目標は未
だ確立されていないものの（NPFC 2025b）（表 3）、2024 年
にはアカイカ資源の評価と管理の助言を目的としたアカイカ
小科学委員会が NPFC 科学委員会の下に設立され、同年の 8 月
に開催された第 1 回会合および 2025 年 7 月開催された第 2 回
会合では、アカイカ漁業を行っている NPFC 加盟国・地域によ
る漁業情報や漁業と独立した調査結果について情報交換・議論
するともに今後実施する資源評価の手法や計画について協議
した（NPFC 2025c）。これまでに、いくつかの管理方策に向け
た研究が報告されており、秋生まれ群の 1993 年以前の商業流
し網による 10 万～20 万トンの漁獲量は、プロダクションモデ
ルの相対漁獲係数（F/FMSY）でみるとほぼ MSY レベルに相当す
る（Ichii et al. 2006）。また、Chen et al.（2008a）は中国いか
釣り漁船の 2000～2005 年の漁獲情報から除去法で冬春生ま
れ群を対象にした資源評価を行い、相対逃避率はこの期間を平
均すると一般的な管理目標とされる 40％（Beddington et al. 
1990）に近いことから、現状の漁獲死亡係数は適正と判断した。
これは英領フォークランド（マルビナス）諸島海域のアルゼン
チンマツイカの資源管理に採用されている資源管理の目標値
に相当する。科学者の間で評価されている英領フォークランド

の管理の例にならえば、中国が主に漁獲対象としている冬春生
まれ群のアカイカの商業漁獲は適正レベルであったと考えら
れる。しかし、過剰漁獲もしくは漁獲圧の高かった可能性の期
間も示唆されており（Chen et al. 2008b、Arkhipkin et al. 2015、
Ding et al. 2019）、冬春生まれ群は、2008 年以降は資源状況
が低位のまま推移していることから、現在の資源状況を脱する
には相対逃避率 40％では十分な目標値ではない可能性が考え
られる。 

前述の通り、北太平洋におけるアカイカの資源単位としての
系群は、秋生まれ中部系群、秋生まれ東部系群、冬春生まれ西
部系群及び冬春生まれ中東部系群の 4 つが提案されている（長
澤ほか 1998、谷津ほか 1998）。しかし、資源管理上は極め
て複雑であることから、東西で資源管理の単位を分けるのが便
宜的である。実際に、2013 年に実施した北太平洋における広
域調査の結果から、東経 170 度付近を境に東西で稚仔の分布
量が異なり、アカイカ秋生まれ群の分布海域は東経 175 度以
東であることが明瞭に示唆されていた（水産庁 2015）。この
ため、NPFC の科学委員会においても東経 170 度を境にして東
西で統計データの集計が進められているが（NPFC 2025a）、
系群別漁獲量や資源量指数の精度をより向上させるために漁
獲物の体長データの利用も推奨されている（NPFC 2025c）。 

北太平洋ではこれまで中国船籍と見られるいか釣り漁船が
公海で禁止されている流し網を積載し使用したとの疑いや
（NPAFC 2009）、米国沿岸警備隊による中国漁船の拿捕等が
発生し（Alaska Report 2007）、NPFC でも IUU（違法･無報告･
無規制）認定された漁船のリストに中国漁船があげられている

表 3．NPFC でのアカイカ資源管理の概要 
（NPFC 2025c をもとに作成） 

主項目 状態 備考

生物学的管理基準 × 未確立

資源状況 － 資源状況の判定基準未設定

漁獲と努力量限界 ▲ 漁獲や努力量の限界の推奨あり

漁獲管理ルール × 未確立

その他

●：適切　▲：中間　×：未達成　－：不明

図 8. 前年の 12 月の NPGO 指数と当該年のアカイカ夏漁の漁
獲水準（CPUE、胴肉製品重量トン／日／船）との関係 
点線は 95％信頼区間。黒丸●は 2011 年（東日本大震災年）の
データで、解析からは除いた（酒井ほか 2021）。 
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（NPFC 2025d）。また、外国漁船によって日本のいか釣り漁
船の操業が妨げられる事態も発生してきた（黄金崎 2002）。
日本漁船の場合は、始めに魚群を見つけた漁船が優先して、後
続の漁船は 3～4 マイルの船間距離をおく等の安全を考慮した
操業ルールを自主的に作っているが、中国等の外国船にはこの
ようなルールはなく、過密や割り込み、集魚灯点灯状態での至
近距離通過等、危険を伴う無謀な操業が行われてきた（黄金崎 
2002）。2021 年 2 月の第 6 回 NPFC 年次会合において、我が
国の提案により既存のマイワシ及びスルメイカに加え、アカイ
カを対象とする漁船の許可隻数の増加を抑制する措置が合意
されたものの、操業ルール等の適切な漁業管理も考慮された持
続的な資源管理措置の導入が期待される。 
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アカイカ（北太平洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1.1 万～1.9 万トン 
最近（2024）年：1.9 万トン 
平均：1.6 万トン（2020～2024 年）*1 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

0.3 万～0.8 万トン 
最近（2024）年：0.3 万トン 
平均：0.4 万トン（2020～2024 年）*2 

資源評価の方法 流し網調査 CPUE により水準と動向を評価 

資源の状態 
（資源評価結果） 

・秋生まれ群：流し網調査の CPUE をもとにすると 
資源水準は低位。資源動向は減少傾向。 

・冬春生まれ群：流し網調査の CPUE をもとにすると 
資源水準は高位。資源動向は増加傾向。 

管理目標 未設定 

管理措置 
公海大規模流し網禁止（国連決議） 
アカイカを対象として操業する漁船の許可隻数を 
現行以上に増やさないという保存管理措置(NPFC：2021 年導入) 

管理機関・関係機関 NPFC 

最近の資源評価年 2025 年 

次回の資源評価年 未定 
*1 NPFC 資料 
*2 漁獲成績報告資料 
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